


はじめに

• 1974年〜

病棟内内観療法（以下、内観）

家族内観療法（以下、家族内観）



家族内観を経験して〜思春期患者 編

家族からちゃんと愛情を
もらえていたことに気づいた

悲観的な考えで自分を苦しめて
いたことに気づいた



家族内観を経験して〜親 編
きちんと育てないとと思い、
自分の理想を押し付けていた

子供が自分を殺してきたのだと
思うと申し訳ない気持ち



症例提⽰ 背景情報

《症例》
•中学生
•⼥児
•⺟子家庭

当院初診



症例提⽰ 経過



症例提⽰ 家族内観

親にも自分と同じ感情があり、自分と
同じ人間なのだと気づいた

自分が⽗親役・⺟親役の両⽅をやらなけ
ればいけないプレッシャーを子どもにも
背負わせてしまっていた



考察

治療的寄与：登校意欲回復・再登校

発達的寄与：互いを一人の人間として
再発⾒・再受容



考察

家族

家族の
ライフサイクル

の変化

疾患等

精神疾患
発達障害
愛着障害
喪失体験
不登校

⼼理学的
生物学的
社会的変化

思春期



考察

内観・家族内観によって思春期患者の
治療的・発達的な後押しをすることは、
今後も当院の一つの役目であり続ける
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